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H - 差 回 sK(nn,2+芸(y ]増 ./d-os舟 (6)
になる･ここで,vsはスピン波速度,rIは位相変数¢に共役で[¢(a),∩(x')]-i6(.7J･- :1,J),また,
vs,K,andyQはJo,tan°△as
vs-JiJo- K-去路 ybVs-nJot(2･△) (7)
































































JF/JAFに臨界点T｡〇ご15.4があり,7<7｡ではプラ トー が存在し,7≧Tt二ではプラ トー が存在し
ない,とい う結論が得られている[18].7う ∞ ではF-F-AF鎖はS-3/2鎖になると考えられる
ので,この結論は最も普通の5-3/2鎖の磁化曲線にプラ トー がないことと符合している･
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